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Übersicht　Die Fakultät für Frühpädagogik hält in ihren Lehrplanrichtlinien die 
„Wichtigkeit der musikalischen Ausbildung und Klavierunterricht als Pflichtunter-
richt“ hoch und setzt sie in ihren Ausbildungsaktivitäten um.　Auch bei den Ein-
stellungsprüfungen von Kinderkrippen und Kindergärten ist es inzwischen oft so, 
dass eine praktische Klavierprüfung abgelegt werden muss.　Jedes Jahr wird von 
den Kinderkrippen und Kindergärten vor Ort auch eine Verbesserung der tech-
nischen Fertigkeiten beim Klavierspiel gefordert.　Unter den neuen Studenten an 
der Fakultät für Frühpädagogik unserer Universität gibt es immer mehr Student-
en, die erst mit dem Klavierlernen begonnen haben.　Folglich habe ich mich dazu 
entschlossen, durch eine Untersuchung der gegenwärtigen Situation der Klavier-

























レッスン I」、2 年次で、「幼児音楽 II」「ピア




















し、5 人の教員で担当している。学年を 4 コ
マに分割配置することにより、担当教員の 1














期（7 月）・後期（12 月）・2 年次前期（7 月）・




















4～6 月の歌　2 年次（4 月）
7～9 月の歌　2 年次（6 月）
10～12 月の歌　1 年次（9 月）・2 年次（10 月）




している。図 1、表 1 は 2005（平成 17 年）
























































































a3（c）　 ブルグミュラー 25 練習曲後半
b　（d）　 ブルグミュラー 25 練習曲前半
c　（e）　童謡弾き歌い、バイエル教則本
表1　初心者の割合 （%）
入学年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012




の卒業試験曲を A :（上級、目標達成）B :（中
級　ほぼ達成）C :（初級　未達成）に分類
すると以下のようになる。
A :  （上級、目標達成）…（楽曲　a1）、（ソ
ナチネ　a2）
B :  （中級　ほぼ達成）…（ブルグミュラー
後半　a3）　
C :  （初級　未達成）…（ブルグミュラー
前半　b）（童謡、c）
表2　卒業試験曲の選択状況 （%）
入学年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
A　（達成） 50 42 62 47 42 51 43
B　（ほぼ達成） 36 40 26 26 32 30 12

























































入学年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
A　上級 82 100 100 67 89 89 6
B　中級 18   0   0 33 11 11 1
C　初級  0   0   0  0  0 0 1
表4　経験者（B）の卒業試験曲の選択状況 （%）
入学年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
A　上級 69 40 60 65 50 76 87
B　中級 35 38 26 20 36 16  0
C　初級  6 22 14 15 14  8 13
表3　初心者の卒業試験曲の選択状況 （%）
入学年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
A　上級 58 37 60 37 31 37 35
B　中級 35 45 29 27 35 39 13






























































































ている。具体的には 2 年次開始時に、1 年次
後半の課題を復習し、学習強化に努めている。
7.　お　わ　り　に
保育者養成校として求められる各科目の学
習にはその学習成果が問われている所であ
る。本学の幼児保育学科の実技指導は開学以
来個人の技術レベルを尊重したきめ細かい指
導を展開してきた。通常の基礎的な「ピアノ
レッスン」と「童謡の弾き歌い」の技術技能
の獲得を目指した学習計画の指導方針を踏ま
え、指導者の方針を解説しつつ、学生の一人
ひとりが受け入れられる指導を目ざして来
た。幸いに本学学生は指導者の意図を汲みそ
の方針を意欲的に理解し実技実践に努力して
いる。
技術的な技能の習得には継続的な訓練が必
要であり、練習の中断によるモチベーション
の減衰を来たさないことを図るために計画し
た。保育者として望まれる技術の獲得には、
入学時の事情により、必要な練習時間を満た
す事が出来なかった学生に対し、特別カリ
キュラムを編成し補講の機会を設け、細かな
指導を実施する計画が立てられ、すでに実行
に移行しつつある。
2012 年度入学生より学期末試験後の 2，3
月の春季休業中に補講の実施を開始した。こ
の結果については順次報告していく予定であ
る。
